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履修登録⽀援システムのニーズ



履修⽀援システムのニーズ
履修関連のニーズを調査したところ以下の意⾒が挙げられました

・各教科がどの科⽬区分であるか確認しずらい

・時間割に掲載されていない科⽬がある

・⾃⾝に関係性が低い科⽬の時間割が表⽰されていて⾒にくい

・学修要覧を開いて確認するのが⼤変



既存履修⽀援システムの調査



既存の類似システムの調査

´時間割ナビシステム
´学⽣の興味から時間割を⾃動作成するシステム
´授業の難易度から時間割を作成
´etc.



学⽣の興味から
時間割を作成

⻑所
´ ⼈⼒で作成した時間割と同程度に好まし
い時間割を作成可能

´ 時間割を作成する準備段階で時間割候補
を得られる

短所
´ 学⽣の得意・不得意の分野の推定システ
ムなどはなし

• シラバスのワードから学
⽣の興味をモデリング

• 卒業要件を満たす時間割
を⾃動で作成

Source: https://axies.jp/_files/report/publications/papers/papers2011/2011_B6-5.pdf

https://axies.jp/_files/report/publications/papers/papers2011/2011_B6-5.pdf


結論

´⾃動編成の時間割でも⼗分に実⽤的な時間割にでき
る

´難易度や興味など、特定の観点から⾃動作成した時
間割は、⼿動で作成した時間割より好ましいものに
なる



履修登録⽀援システムの構築フロー
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履修登録⽀援システムの構築フロー



履修登録⽀援システムの構築フロー



履修登録⽀援システムのシーケンス図
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履修登録⽀援システムのモデル



セキュリティ情報学プログラム 3年前期⾦曜⽇の例

⾦

1
基礎制御⼯学及び演習
澤⽥

2
◯Technical English - Basic English for 
Scence
Lange

◯Technical English - Basic English for 
Scence
Lonergan

基礎制御⼯学及び演習
澤⽥

3
◯プログラミング⾔語実験
松本・市野・⼭本(嶺)

4
◯プログラミング⾔語実験
松本・市野・⼭本(嶺)

5
現代物理学を創った⼈々
鈴⽊(勝)・佐々⽊(成)・中村(仁)・⼩久保・伏屋

必修科⽬ 選択科⽬ 技術英語科⽬

上級科⽬ 倫理・キャリア教育科⽬ ⾃由科⽬

◯印はセキュリティ情報学プログラム内の科⽬



教科名をクリックした結果



履修登録⽀援システムの有⽤性の検証実験



実験内容

参加者︓電気通信⼤学3年⽣の学⽣10⼈

実験の概要︓2⼈のセキュリティ情報学プログラムの
3年⽣を仮定した学⽣像に沿って、指定した単位数を
満たすように履修計画を2回作成してもらい、その作
成にかかった時間を調査した。



実験内容

2回のうち1度は従来通り、
現在使われている時間割、
シラバス、学習要覧を使⽤
1度はサンプルとして作成し
た、履修登録⽀援システム
のモデルを使⽤

履修登録⽀援システムのモデル

従来の資料



実験内容

´ 学生像A

1. 「高田哲司」研究室に入りたいと思っている(高田哲史教授の授
業をとりたい)

2. セキュリティ情報学プログラムでありながら、ハードにも興味
を持っており、「電子機器」や「電子回路」に興味がある

3. 「コンピュータネットワーク」、「通信システム学」に興味を
持っている

4. 1,2,3以外で類専門の選択科目は自身のプログラムの科目を履修
したいと考えている。

5. 3年生の間に「インターンシップ科目」を履修し、単位を取り
たいと考えている

6. 電車通学のため1時限目の授業は必修でない限りとりたくない
と思っている

7. 2年生のとき倫理A,Bを履修したので上級科目に「増山浩人教
授」の「倫理」科目があれば履修したいと考えている。

8. 「イノベイティブ総合コミュニケーションデザイン」に興味を
持っており、前期は試しにとってみたいと考えている。

´ 学生像B

1. 「石上嘉康」研究室に入りたいと思っている(石上嘉康教授の授
業をとりたい)。

2. 「ロボット」に興味があり、他プログラムのロボットに関連し
た(ロボットと科目名についた)科目を履修したいと考えている。

3. 2の理由から「メカトロニクス」も履修したいと考えている。

4. 実践的な科目を履修したいと考えており、I類の「情報工学工
房」という科目がおすすめだと聞いたことがある。

5. 2,3,4以外の類専門科目は自身のプログラムの科目を履修したい
と考えている。

6. 大学を卒業後、企業を目標にしており「ベンチャー」や「知的
財産権」への知識をつけたいと考えている。

7. 体を動かすことが好きであり、上級科目は「健康」、「体力」
「体」などのキーワードを持つ、保険・体育に関連した履修し
たいと考えている。

8. バイトがあるので火曜日の5時限は明けておきたいと考えてい
る。

•満たすべき学⽣像A,Bの8つの条件に沿って履修計画を⽴ててもらった



実験内容

´指定単位数
上級科目：4
倫理・キャリア教育科目：4
技術英語科目：4
類専門科目(必修)：8
類専門科目(選択)：28
´履修計画作成シート



実験結果
´ 1回⽬に履修登録⽀援システム、2回⽬に従来の資料を利⽤した

´ 平均短縮時間 13分32秒

1回⽬ 2回⽬
モデル 所要時間 モデル 所要時間 短縮時間
A 42:14 B 36:35 -5:18
B 24:15 A 31:28 7:13
A 28:27 B 81:45 53:18
B 28:28 A 33:18 4:50
A 22:48 B 30:28 7:38



実験結果
´ 1回⽬に従来の資料、2回⽬に履修登録⽀援システムを利⽤した

´ 平均短縮時間 22分48秒

1回⽬ 2回⽬
モデル 所要時間 モデル 所要時間 短縮時間
A 73:34 B 29:37 43:47
B 30:34 A 16:56 13:38
B 55:15 A 35:55 19:20
B 45:27 A 22:16 23:11
A 42:27 B 28:33 13:54



ご清聴ありがとうございました

履修登録チーム
中川啓、松浦直樹、中村達彦、豊岡叶望、カンハンナ


